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石川県埋蔵文化財センター

令和５年６月２４日（土）

（公財）石川県埋蔵文化財センター
調　査　地　　金沢市大場町東地内

調査原因　　いしかわ特別支援学校高等部新校舎整備事業

委　託　者　　石川県教育委員会事務局庶務課　　

調査主体　　石川県教育委員会（調査担当：公益財団法人 石川県埋蔵文化財センター）

調査期間　　令和５年５月９日～同年１１月（予定）

調査面積　　４，４８０㎡（予定）

調査概要

　本遺跡は、森下川下流の沖積平野に位置しています。この地は過去に森下川の氾濫を幾度も受けて

きました。調査では、氾濫・湿地堆積層を挟んで上面（第 1 面）に平安～鎌倉時代（11 ～ 13 世

紀）と室町時代（15 ～ 16 世紀）、下面（第 2 面）に古墳時代（6 世紀）と奈良～平安時代（8 ～

9 世紀）の生活面を確認しました。現在、昨年度に引き続き 2 年目の調査を行っており、昨年度の調

査を含む調査成果について紹介します。

　

金沢市大場遺跡　現地説明会資料

【調査成果】

　　第 1 面では、昨年度の調査で 15 ～ 16 世紀の屋敷地の区画溝から、生活の様子を思わせる多彩な

遺物が出土しました。また 11 ～ 12 世紀の川に沿って掘立柱建物（建物１・２）が確認され、今年

度の調査で建物の規模と、川の合流部の微高地上に建っていることが新たに判明しました。別の掘立

柱建物（建物３）からは八角形に加工された柱根が出土しています。

　第 2 面では、古墳時代や奈良・平安時代の溝、土坑、小穴を検出し、土師器の小型壺や須恵器の坏・

甕などが出土しました。7 月以降始まる今年度の第 2 面調査でも新たな発見が期待されます。

　氾濫の影響は第 1 面の時期には小規模になり、次第に地盤が安定し始めたことがうかがえます。

11 世紀後半以降には、水運の利便性を活かして積極的に開発が行われた様子が明らかになりました。
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大場遺跡遠景（昨年度の調査区・北から） 石川県の主要遺跡および大場遺跡周辺の遺跡年表

大場遺跡周辺の遺跡分布図（国土地理院地図発行２万５千分の１地形図より作成、縮尺不同）
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④屋敷地の区画溝

④区画溝の出土品

③建物 3 から出土した柱根②掘立柱建物（建物 3）

①掘立柱建物（建物 1・2）
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陶磁器・漆器
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すり鉢

（建物 1）は 4×4 間の総柱建物

併せて 2 棟みつかりました。

と考えられます。ここでは　（建物 2）と

2 本の溝が直角に

はしっています
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⑤15 ～ 16 世紀の井戸
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⑥井戸底板が出土した様子
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